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Blended learning with face-to-face classes and home-assignments on e-learning 
system for language education for beginners was much applied. However, the 
existences of students who attend the face-to-face classes but dropout from the 
home-assignments on e-learning system were confirmed. Proposed to pre-detect this 
type of students by the behavior of students on e-learning system, an analysis of 
history data was practiced, and propositions were done. 
This study suggested 3 methodologies as an accumulation of unfinished 
home-assignments, an implementation before deadline, and a period time on task, 
also attempted the combination of each two methodologies. Consider the history 
data for the development, thresholds for methodologies were decided, and the 
characteristics of the methodologies’ detection were analyzed. The students’ 
behavior before and after the detection, and which period it was detected, have been 
inquired and considered.  
An experiment of evaluation using a different history data had been conducted. As 
a result of the experiment, the methodologies can pre-detect the students who 
dropout from the home-assignments on e-learning system. The methodology using 
an accumulation of unfinished home-assignments been the best, as a 83% detection 
rate and a 63% suitable rate, pre-detect the students one turn on average before the 
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2 に検出を行うイメージを示す．図の中で学生 Aは第 4回の終了時点で 4回分の復習を
溜め込み，復習放棄者になる．第 8回の終了時点で溜め込んだ課題を全部実施したため，
溜め込んだ未実施の復習が 0に戻り，復習放棄状態から解消された．ここで閾値を 3に
設定すれば，第 3回の終了時点で検出され，復習放棄状態から解消される第 8 回までは

















































図 3 検出手法の時間の設定 
 
以上を踏まえ，未完成の課題数を用いた検出のアルゴリズムは以下の通りである： 
 累積未完成数    
   が閾値     より上回った場合，復習放棄の可能性ありとして検
出する． 
ここで累積未完成数    
   
 は，i+1 回目の授業開始（最終回はテスト）時点での，学
生 s の相対化した未完成の課題数の累積である， 
    
   
    
   
 




   は以下の値である， 
 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・  回目の復習を完成した場合 
（ 回目の復習を完成した学生の数）
（全学生の数）















































































図 5 検出手法の時間の設定 
 
以上を踏まえ，以下のアルゴリズムにより検出を行う： 
締切り遵守状況    
   が閾値     より下回った場合に復習放棄の可能性ありとして
検出する． 
ここで，    
   は学生 s の i 回目時点の締切り遵守状況の最近の回の影響を加重合し
たもの計である， 
( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )
1 2 3 4*1 *0.8 *0.6 *0.4 *0.2
s s s s s s




          とする． 
また，  
   は相対締切り内実施率である， 
  
   
  
    
   ・・・・・・ 締切りを守った場合 
    
   ・・・ 締切りを守らなかった場合 
  





























図 6 検出手法の時間の設定 
 
表 1 Moodleで記録された学習履歴の例（単語 1） 
名称 受験 時間 ステータス 所要時間 得点状況 
RM 1 2010年 06 月 7日 13:23 完了 6 分 55 秒 91 
RM 2 2010年 06 月 7日 13:51 放棄 1 分 17 秒 37 
RM 3 2010年 06 月 7日 22:33 放棄 2 分 40 秒 16 
RM 4 2010年 06 月 8日 21:03 完了 5 分 58 秒 97 
RM 6 2010年 07 月 6日 22:11 完了 3 分 11 秒 97 
 












一方，学生 Bは第 12週の復習を行わなかったが，第 12週は平均の倍以上の時間をか
14 
 



























































表 2 三つの提案手法の特徴分析 






























































図 8 組み合わせた検出手法の概念図（1） 
 
 
























































































































用データとして用いる授業を図 11に示すように授業は毎週月曜 13：00からの 90 分で
実施し，毎回授業の冒頭は前回の授業の内容についての小テストを設けている．復習用











表 3 検討・検証用データの説明 
 2010年度 T大学 2011 年度M大学 
課題の回数 15 回 8回 
課題 復習課題 1～15 復習課題 3～10 
週コマ数 週 3コマ中 1コマ 週 2 コマ中 1コマ 
学生人数 1クラス、計 29名 2クラス、計 37名 







授業日 月曜 13：00 土曜 8：50，10：20 







用途 検出手法の検討 検出精度の検証 
名称 開発用データ 検証用データ 
 
 













表 4 Moodleで記録された学習履歴の例（単語 3） 
名称 最高評点 受験   時間 ステータス 所要時間 得点状況 
RA 100 1 2010年 10月 13日 18:18 完了 9分 21 秒 87 
RA 100 2 2010年 10 月 13日 18:45 完了 3分 21 秒 98 
RA 100 3 2010年 10 月 13日 18:50 完了 2分 31 秒 96 













類した結果を表 5 に示す．グループ 1 の 3 名は，復習放棄から立ち直ること無く，ま
た，「溜め込んで実施し」を繰り返す期間も存在しなかった学生である．この 3 名は第
6 回からから復習を放棄した． 
表 6に示した復習実施状況の内，学生 DBはその例である． 
21 
 
次に，グループ 2の 2 名は，復習を放棄したのは最後の 4回であるがその前の段階で
復習をやったりやらなかったりの繰り返しが見られた学生である． 
表 6に示した学生 DAの学習履歴はその例である． 








表 5 復習放棄者のグループ分け 
グループ 1 2 3 
復習再開の有無 なし なし あり 
「溜め込んで実施し」を 
繰り返す期間の有無 
なし あり なし 
適す学生 DB，DC，DD DA，DE RF，RT，RU 
 
表 6 復習放棄者の実施状況例 
学生＼回目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 
DA ○ △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ ○ × × × × 
DB ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × 
（注：○は完成，×は未完成，△は次の授業まで実施していなく，遅れて実施した） 
 
表 7 正解データ 




DA  12,13,14,15 
DB 2,6,7,8,9,10,11,12,13,14,15 
DC  6,7,8,9,10,11,12,13,14,15 
DD  6,7,8,9,10,11,12,13,14,15 














はめて，最適な閾値を決定するため，まずは大まかに 0.1刻みで閾値を与え F 値を計算
した．その結果から比較的 F値が大きい範囲の一部を取り出した結果を表 7に示す． 
 
表 8 閾値の検討（累積未完成数） 
閾値 1.5 1.6 1.7 1.8 1.9 2.0 2.1 2.2 2.3 
検出率 0.778 0.704 0.704 0.704 0.704 0.704 0.648 0.648 0.630 
適合率 0.724 0.809 0.844 0.863 0.884 0.884 0.972 0.972 0.971 
F値 0.750 0.750 0.768 0.776 0.784 0.784 0.778 0.778 0.764 
 
表 8からは，閾値が 1.9または 2.0 の時に F値が最大となることが分かる．さらに細
かい閾値として 0.01 の刻みで値を振り，1.81 から 2.09 まで，F 値が最大である可能性
の高い区間の F値を確認した．その結果，閾値が 1.83 から 2.06 までの間 F値は最大と
なった．本研究ではその間の中間を取り，閾値は 1.95 とした． 
3.4 開発用データへの適用 
3.4.1 累積未完成数  
以下に，閾値 1.95 の際の検出結果について，学生の学習行動と検出範囲と比較を行
った結果を示す． 
図 12 誤検出される学生は途中最大 3 回復まで習を溜め込んだが，復習放棄とはな










図 12 誤検出される学生（非復習放棄者） 
 




図 14 も復習放棄者となった学生の例である．学生 DE は途中，復習の溜め込みと解
消を繰返し，最終的には復習放棄者となった．復習未実施の累積が 4回を超え復習放棄
者になるのは第 15 回の時点であるが，その復習行動から第 8 回の時点で 3 回の課題を
溜め込んだことにより，早期に検出が行われた． 
次に，復習を 4回以上溜め込み復習放棄者となったものの，その後復習放棄状態を脱



























図 13 長期に復習を実施しない学生（復習放棄者） 
 
 




















































図 15 復習を溜め込んでいた後実施し続けた学生 
 
 































































てはめて，最適な閾値を決定するため，まずは大まかに 0.1 刻みで閾値を与え F値を計
算した．その結果から比較的 F値が大きい範囲の一部を取り出した結果を表 9に示す． 
 
表 9 閾値の検討（締切り遵守状況） 
 -1.5 -1.4 -1.3 -1.2 -1.1 -1 -0.9 -0.8 -0.7 
検出率 0.444 0.574 0.630 0.648 0.714 0.778 0.796 0.870 0.889 
適合率 0.923 0.838 0.829 0.761 0.741 0.711 0.672 0.603 0.565 
F値 0.600 0.681 0.716 0.700 0.727 0.743 0.729 0.712 0.270 
 
 F 値最大となる閾値は約-1 であった．さらに細かい閾値を振って，-1.11 から-0.91 ま













































図 18 長期に復習を実施しない学生 
 
 
















































た学生 RIの例である．締切りを守らなかった回数が 3回目となる第 15 回になり検出さ






























図 21 夏休み前後に締切りを守らなかった学生 
 
  













































図 22で示した学生 RSは第 5回から第 10回までの期間締切りを守らなかった．本手














た．その結果から比較的 F値が大きい範囲の一部を取り出した結果を表 10に示す． 
 
表 10 閾値の検討（復習時間指数） 
閾値 -0.7 -0.8 -0.9 -1 -1.1 -1.2 -1.3 -1.4 -1.5 -1.6 
検出率 0.642 0.585 0.585 0.566 0.566 0.528 0.509 0.491 0.491 0.321 
適合率 0.447 0.508 0.596 0.638 0.682 0.737 0.750 0.867 0.897 0.944 
F値 0.527 0.544 0.590 0.600 0.619 0.615 0.607 0.627 0.634 0.479 
 
















































図 24 ある時点から復習をしない学生 
 
 
















































閾値の決定は，閾値である y=ax+b を少しずつ調整し，F値最大時の aと bを求める．
具体的には，まず a を 0から，0.1ずつ増やして，その時の F値最大時の bを求める．
同じく，a がマイナスの時も 0.1ずつ減らして，その時の F値最大時の bを求める．大
まかに F値が最大となる a と bを見つけ出して，その後 aと bを 0.01 ずつ微調整し，F

























表 11 累積未完成数と締切り遵守状況の閾値検討 
a b F a b F a b F 
0.1 -2 0.521 0.5 -3 0.65 1 -3.5 0.736 
0.1 -1.5 0.729 0.5 -2.5 0.75 1 -3 0.78 
0.1 -1 0.767 0.5 -2 0.765 1 -2.5 0.796 
0.1 -0.5 0.607 0.5 -1.5 0.783 1 -2 0.756 
0.1 0 0.458 0.5 -1 0.676 1 -1.5 0.73 
0.1 0.5 0.283 0.5 -0.5 0.549 1 -1 0.62 
0.1 1 0.24 0.6 -3 0.699 1.1 -4 0.729 
0.2 -5 0 0.6 -2.5 0.783 1.1 -3.5 0.796 
0.2 -3 0.313 0.6 -2 0.774 1.1 -3 0.777 
0.2 -2.5 0.457 0.6 -1.5 0.773 1.1 -2.5 0.8 
0.2 -2 0.675 0.6 -1 0.679 1.1 -2 0.744 
0.2 -1.5 0.75 0.6 -0.5 0.544 1.2 -4 0.736 
0.2 -1 0.75 0.7 -3 0.736 1.2 -3.5 0.796 
0.2 -0.5 0.606 0.7 -2.5 0.763 1.2 -3 0.781 
0.2 0 0.449 0.7 -2 0.789 1.2 -2.5 0.779 
0.2 1 0.238 0.7 -1.5 0.756 1.2 -2 -0.73 
0.3 -4 0.2 0.7 -1 0.663 1.2 -1.5 0.662 
0.3 -3 0.435 0.7 -0.5 0.541 1.3 -4.5 0.729 
0.3 -2.5 0.597 0.8 -3 0.764 1.3 -4 0.783 
0.3 -2 0.75 0.8 -2.5 0.781 1.3 -3.5 0.78 
0.3 -1.5 0.789 0.8 -2 0.804 1.3 -3 0.796 
0.3 -1 0.733 0.8 -1.5 0.738 1.3 -2.5 0.772 
0.3 -0.5 0.592 0.8 -1 0.658 1.3 -2 0.727 
0.4 -3 0.579 0.9 -3.5 0.729 1.4 -4.5 0.736 
0.4 -2.5 0.699 0.9 -3 0.796 1.4 -4 0.784 
0.4 -2 0.784 0.9 -2.5 0.781 1.4 -3.5 0.792 
0.4 -1.5 0.779 0.9 -2 0.776 1.4 -3 0.796 
0.4 -1 0.706 0.9 -1.5 0.741 1.4 -2.5 0.759 







a b F a b F a b F 
-0.1 0.5 0.283 0.79 -2.5 0.781 0.81 -2.5 0.781 
-0.1 0 0.467 0.79 -2.4 0.781 0.81 -2.4 0.781 
-0.1 -0.5 0.616 0.79 -2.3 0.781 0.81 -2.3 0.796 
-0.1 -1 0.68 0.79 -2.2 0.796 0.81 -2.2 0.789 
-0.1 -1.5 0.616 0.79 -2.1 0.789 0.81 -2.1 0.789 
-0.1 -2 0 0.79 -2 0.804 0.81 -2 0.804 
-0.2 0.5 0.282 0.79 -1.9 0.789 0.81 -1.9 0.776 
-0.2 0 0.448 0.79 -1.8 0.763 0.81 -1.8 0.763 
-0.2 -0.5 0.531 0.79 -1.7 0.756 0.81 -1.7 0.756 
-0.2 -1 0.312 0.8 -2.5 0.781 0.81 -1.6 0.746 
-0.2 -1.5 0.036 0.8 -2.4 0.781 0.82 -2.5 0.781 
-0.3 1 0.243 0.8 -2.3 0.781 0.82 -2.4 0.781 
-0.3 0.5 0.273 0.8 -2.2 0.796 0.82 -2.3 0.796 
-0.3 0 0.378 0.8 -2.1 0.789 0.82 -2.2 0.789 
-0.3 -0.5 0.316 0.8 -2 0.804 0.82 -2.1 0.789 
-0.3 0.5 0.232 0.8 -1.9 0.793 0.82 -2 0.804 
-0.4 0 0.323 0.8 -1.8 0.763 0.82 -1.9 0.776 
-0.4 -0.5 0.318 0.8 -1.7 0.756 0.82 -1.8 0.763 
-0.4 -1 0.098 0.8 -1.6 0.752 0.82 -1.7 0.756 
 
 
表 13 組み合わせた検出手法の検出結果（開発用データ） 
 閾値 F値 検出率 適合率 
累積未完成数と 
締切り遵守状況 
y=0.8x-2 0.804 0.833 0.776 
復習時間指数と 
累積未完成数 
y=0.3x+2.5 0.809 0.717 0.927 
復習時間指数と 
締切り遵守状況 


















































図 28 累積未完成数と組み合わせた検出手法の比較図 
 
表 14 累積未完成数と組み合わせた検出手法との検出状況の比較 




















































第 1回目と第 2回目の復習も実施した．その時点で，累積未完成数は 0になり，組み合
わせた検出手法でも検出されなくなった． 
 
図 29 累積未完成数では検出されないが組み合わせた検出手法で検出される例（RE） 
 























































出される例は，組み合わせにより検出を向上できる例となる．図 31 と図 32 にこの例
を示す．赤い矢印は学生 RT の第 6回での値を指している． 
学生 RTは第 5回から第 8回の終了時点で復習を実施しなかった，第 8回終了時点で


































図 32 累積未完成数では検出さないが組み合わせる手法で検出される例（累積未完成数） 
 
図 33 締切り遵守状況と組み合わせた検出手法の比較図 
 
次は締切り遵守状況単独による検出と組み合わせた検出手法を比較する．図 33 で，
ともに検出される D およびともに検出されない B は検出が同じである，そので，ここ






















































表 15 締切り遵守状況と組み合わせた検出手法との検出状況の比較 















（N=435 回，検出対象計 54回） 
Cの点は，締切り遵守状況では検出されるが，組み合わせた検出手法で検出されない
回である．ここでは，先に示した図 29 と図 30 の②である．この学生の締切り遵守状











































































図 36 累積未完成数と組み合わせた検出手法の比較図 
 
表 16 累積未完成数と組み合わせた検出手法との検出状況の比較 


















ない回である．ここでは，図 36に赤い矢印で指した非復習放棄者学生 REの第 8回を，





























A               B 




図 37 累積未完成数では検出さないが組み合わせる手法で検出される例（累積未完成数） 
 
 





















































について見る．図 39で確認すると，ともに検出される Aおよびともに検出されない D
は両手法で同じ結果である．そので，ここでは C と B の領域に含まれる点について述
べる．なお，具体的な点の数は表 17に示す．組み合わせた検出手法は復習時間指数単





































A        B 
 




表 17 復習時間指数と組み合わせた検出手法との検出状況の比較 
















































表 18 学生単位の検出結果（開発用データ） 
 
検出率 適合率 どの程度早期に検出 
どの程度早期に検出 
（検出すべき回以外の回を除く） 
累積未完成数(a) 1 0.80 2.63 回早い 1.00 回早い 
締切り遵守状況(b) 1 0.80 3.76 回早い 2.00 回早い 
復習時間指数(c) 1 0.62 1.50 回早い 0.83 回早い 
a と b 1 0.72 3.25 回早い  1.88 回早い 
c と a 1 0.89 2.63 回早い 1.00 回早い  





















図 40 溜め込んだ課題を一気に全部実施する学生の累積未完成数 
 
 


































































































表 19 検出されるやすい・にくい行動 






































































表 20 検証用データの検出結果 
 F値 検出率 適合率 
累積未完成数(a) 0.714 0.833 0.625 
締切り遵守状況(b) 0.563 0.500 0.645 
復習時間指数(c) 0.653 0.550 0.800 
a と b 0.706 0.600 0.857 
c と a 0.711 0.931 0.574 











表 21 2011年度の学生単位の検出結果 
 
検出率 適合率 どの程度早期に検出 
累積未完成数(a) 
1.00 0.55 1.00 回早い 
締切り遵守状況(b) 
1.00 0.43 0.83 回早い 
復習時間指数(c) 
0.67 0.80 0.25回遅れる 
a と b 1.00 0.50 1.83 回早い 
c と a 1.00 0.46 0.83 回早い 







































































































図 44 開発用データの検出状況（累積未完成数） 
 
 

























































































図 47 検証用データの検出状況（復習時間指数） 
 
 


























































































図 50 検証用データの検出状況（組み合わせた検出手法・累積未完成数） 
 
 
























































表 22 開発用データの実施率 
回目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 avg 








表 23 最適閾値の検出結果との比較 
 
累積未完成数 締切り遵守状況 復習時間指数 
開発用と同じ F 値最大 開発用と同じ F 値最大 開発用と同じ F 値最大 
検出率 0.833 0.625 0.500 0.625 0.490 0.552 
適合率 0.625 0.893 0.645 0.581 0.897 0.842 
F値 0.714 0.735 0.563 0.602 0.653 0.667 










































データでは 6人の復習放棄者の全員が 3回になる時点で検出され，そのうちの 5人は復
習を実施しなくなってから 2回経ってから検出された．他の 1人は最初の 1回を未実施
のまま残し，後の 2回を実施して，その後復習放棄になった．検証用データでは 3回ま













った．その結果，各提案手法で問題のある学生の行動を F値が 0.563～0.714 の精度で検
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開発用データの累積未完成数
第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回
RA 0 0 0 0 0 0 0 0 0.62 0.59 0 0.69 0 0 0
RB 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
RC 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
RD 0 0 0 0 0.9 1.55 1.72 0.93 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97 0.97
RE 0.93 1.69 0 0 0 0.62 1.48 2.07 0 0.59 0 0 0 0 0
RF 0 0 0 0 0 0.62 0 0.55 1.41 2.07 3.2 4.03 0 0.69 1.58
RH 0 0 0.97 0 0 0 0 0 0 0 0.79 1.55 0.9 0.9 0.79
RI 0 0.72 0.9 1.83 0.93 1.52 0.93 1.48 0.93 0.93 0.93 0.93 1.65 0.93 0.93
RJ 0 0.72 0 0 0 0 0.69 0 0.62 0.69 0.79 0.79 0.86 1.58 0.86
RK 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
RL 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
RM 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
RN 0.93 0 0 0 0 0 0.69 0 0 0 0 0 0 0 0
RO 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
RP 0 0 0 0 0 0 0 0.55 0 0 0 0 0 0 0
RQ 0 0.79 0 0 0 0 0 0 0 0.59 0.79 0 0 0.69 0
RR 0 0 0 0 0 0 0 0.55 0 0 0.79 0 0 0 0
RS 0 0 0 0 0 0 0 0.55 1.41 2.07 0 0 0 0 0
RT 0 0.72 0 0.83 0.9 1.52 2.38 3 0 0 0 0.69 0 0 0
RU 0 0 0 0 0 0.62 0.72 1.31 2.27 2.93 4.06 2.52 0 0 0
RV 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
RW 0 0 0 0 0 0 0 0 0.62 1.28 0 0 0 0.69 0
RX 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.72 0 0
RY 0 0 0 0 0 0 0 0 0.62 0 0 0 0.72 0 0
DA 0 0.72 0.9 0.9 0.9 1.52 2.38 2.07 0.62 1.28 0 0.69 1.55 2.35 3.24
DB 0 0.72 0.9 0.9 0.93 1.55 2.41 3 4.10 4.76 5.89 6.76 7.87 8.67 9.56
DC 0 0 0 0.83 0 0.62 1.48 2.07 3.17 3.83 4.17 4.07 5.11 5.91 6.8
DD 0 0 0 0.83 0 0.62 1.48 2.07 3.17 3.83 4.96 5.83 6.94 7.74 8.63




第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回
RA 0.07 0.34 0.30 0.40 0.28 -0.03 0.29 0.66 -0.05 -0.61 -0.28 -0.89 -0.41 0.18 0.55
RB 0.07 0.34 0.30 0.40 0.28 0.97 1.09 1.26 1.35 1.39 1.12 1.11 0.99 0.98 0.95
RC 0.07 0.34 0.30 0.40 0.28 -0.03 0.29 0.66 0.95 1.19 1.12 1.11 0.99 0.98 0.95
RD 0.07 0.34 0.30 0.40 0.28 -0.03 0.29 0.66 0.95 1.19 1.12 1.11 0.99 0.98 0.95
RE -0.93 -1.46 -1.10 -0.60 -0.32 -0.23 -0.71 -1.14 -0.45 -0.81 -0.28 -0.69 -0.21 -0.82 -0.25
RF 0.07 0.34 0.30 0.40 0.28 -0.03 -0.71 -1.14 -1.45 -1.61 -1.88 -1.89 -1.01 -0.22 -0.65
RH 0.07 0.34 -0.70 -0.40 -0.32 -0.43 0.09 0.66 0.95 1.19 0.12 -0.69 -0.41 -0.02 0.35
RI 0.07 -0.66 -0.50 -1.20 -0.92 -0.83 -0.11 -0.54 -0.85 -0.21 0.12 0.51 -0.21 -0.82 -1.45
RJ 0.07 -0.66 -0.50 -0.20 -0.12 -0.23 -0.71 -0.14 -0.65 -0.01 0.32 0.71 0.79 -0.02 0.15
RK 0.07 0.34 0.30 0.40 0.28 -0.03 0.29 0.66 0.95 1.19 1.12 1.11 0.99 0.98 0.95
RL 0.07 0.34 0.30 0.40 0.28 -0.03 0.29 0.66 0.95 1.19 1.12 1.11 0.99 0.98 0.95
RM 0.07 0.34 0.30 0.40 0.28 0.97 1.09 1.26 1.35 1.39 1.12 1.11 0.99 0.98 0.95
RN -0.93 -0.46 -0.30 0.00 0.08 0.97 0.09 0.46 0.75 0.99 0.92 1.11 0.99 0.98 -0.05
RO 0.07 0.34 0.30 0.40 0.28 -0.03 0.29 0.66 0.95 1.19 1.12 0.11 0.19 0.38 0.55
RP 0.07 0.34 0.30 0.40 0.28 -0.03 0.29 -0.34 0.15 0.59 0.72 0.91 0.99 0.98 0.95
RQ 0.07 -0.66 -0.50 -0.20 -0.12 0.77 1.09 1.26 0.35 -0.41 -0.28 0.11 0.39 -0.22 0.15
RR 0.07 0.34 0.30 0.40 0.28 -0.03 0.29 -0.34 0.15 0.59 -0.28 0.11 0.39 0.58 0.75
RS 0.07 0.34 0.30 0.40 0.28 -0.03 -0.71 -1.14 -1.45 -1.61 -0.88 -0.09 0.39 0.78 0.95
RT 0.07 -0.66 -0.50 -1.20 -0.92 -0.83 -1.11 -1.34 -0.45 0.19 0.52 -0.09 0.19 0.38 0.55
RU 0.07 0.34 0.30 0.40 0.28 -0.03 0.29 -0.34 -0.85 -1.21 -1.68 -0.89 -0.21 0.38 0.75
RV 0.07 0.34 0.30 0.40 0.28 0.97 1.09 1.26 1.35 1.39 1.12 1.11 0.99 0.98 0.95
RW 0.07 0.26 0.24 0.35 0.26 -0.05 0.29 0.66 -0.05 -0.61 -0.28 0.11 0.39 -0.22 0.15
RX 0.07 0.26 0.24 0.35 0.26 0.95 1.09 1.26 1.35 0.39 0.32 0.51 -0.41 -0.02 0.35
RY 0.07 0.26 0.24 0.35 0.26 -0.05 0.29 0.66 -0.05 0.39 0.52 0.71 -0.21 0.18 -0.65
DA 0.07 -0.66 -0.50 -0.20 -0.12 -0.23 -0.71 -1.14 -1.45 -1.61 -0.88 -1.09 -1.41 -1.62 -1.85
DB 0.07 -0.66 -0.50 -0.20 -0.12 -0.23 -0.71 -1.14 -1.45 -1.61 -1.88 -1.89 -2.01 -2.02 -2.05
DC 0.07 0.34 0.30 -0.60 -0.52 -0.63 -1.11 -1.34 -1.45 -1.61 -0.88 -1.09 -1.41 -1.62 -1.85
DD 0.07 0.34 0.30 -0.60 -0.52 -0.63 -1.11 -1.34 -1.45 -1.61 -1.88 -1.89 -2.01 -2.02 -2.05




第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回
RA 0.77 0.19 -0.05 -0.27 -0.22 0.36 1.29 1.03 1.22 -0.32 0.87 0.76 1.49
RB -0.85 -0.47 -0.73 -0.32 -0.52 0.39 -0.67 -0.17 -0.19 -0.15 -0.45 -0.21 0.52
RC -0.01 -0.45 -0.46 -0.27 0.04 0.60 0.02 -0.18 -0.21 -0.10 -0.27 -0.26 -0.21
RD -0.43 -0.87 -1.02 -1.08 -1.16 0.10 0.26 0.36 -0.15 -0.24 -0.25 -0.17 0.16
RE -0.45 0.08 -0.78 -0.99 0.19 0.81 2.62 1.05 1.67 0.74 0.92 0.89 2.11
RF -0.75 -0.84 -0.93 -0.94 -0.37 -0.03 -0.33 -1.59 -1.56 -1.61 0.73 0.71 1.17
RH -0.98 0.93 0.03 1.03 -0.28 0.53 0.01 0.42 -0.34 -0.76 -1.34 -0.78 -0.29
RI -1.25 -1.54 -1.14 -1.37 -0.86 -0.55 0.89 0.13 0.59 -0.50 -0.79 -0.30 -0.10
RJ -0.79 0.63 0.69 1.03 0.04 0.34 -1.02 -0.39 -0.67 -0.11 -0.79 -0.77 -0.55
RK -0.48 -0.46 -0.28 0.04 0.08 0.33 -0.38 -0.19 -0.23 0.04 -0.04 -0.03 -0.32
RL -0.06 -0.26 -0.18 0.29 0.36 0.38 -0.40 -0.33 -0.40 -0.45 -0.57 -0.51 -0.61
RM 0.61 0.58 0.06 -0.07 0.31 1.19 0.78 1.05 1.10 1.37 0.31 0.49 0.42
RN 1.03 0.80 0.02 -0.04 0.04 1.13 0.63 1.32 0.05 0.01 -0.27 -0.12 -0.14
RO 2.75 2.23 1.54 1.31 1.22 0.71 0.38 0.69 0.71 0.69 0.67 0.77 0.98
RP 1.15 1.16 -0.21 -0.28 -0.16 -0.02 -0.19 -0.32 0.10 0.01 -0.28 -0.17 0.10
RQ 3.11 3.38 4.27 3.60 3.63 1.96 0.28 -0.63 -1.36 -0.06 0.45 0.24 -0.19
RR -0.07 -0.42 0.40 0.81 1.05 -0.43 -0.14 -0.03 0.08 3.29 3.04 3.37 0.42
RS -0.40 -0.09 -0.37 -0.14 -0.03 0.56 -0.80 -1.59 0.60 1.39 1.92 0.37 0.37
RT -0.19 -0.41 0.16 -0.70 -0.79 -1.70 1.30 2.52 2.32 -0.24 0.34 1.03 2.01
RU -0.44 -0.20 -0.71 -0.96 -1.38 -1.22 -1.34 -1.59 -1.56 -0.79 0.74 1.12 0.46
RV -0.12 0.24 0.14 0.27 0.11 0.35 -0.13 0.36 0.33 0.43 0.09 0.19 0.42
RW 0.29 -0.65 0.62 1.00 1.39 0.38 -0.41 -0.78 -0.26 0.10 0.47 -0.89 0.09
RX -0.12 -0.30 -0.25 0.00 0.27 0.52 0.28 -0.35 -0.13 -0.27 -0.35 0.09 -0.15
RY 0.37 -0.01 -0.64 -1.41 -0.87 0.97 0.52 0.11 -0.39 -0.05 -1.11 -0.60 -0.75
DA -0.88 -0.52 -0.25 -0.38 -1.34 -0.86 1.00 0.91 1.59 -0.09 -0.17 -1.64 -0.69
DB -0.48 -0.30 0.04 -0.25 -1.11 -1.70 -1.75 -1.59 -1.56 -1.61 -1.68 -1.64 -2.00
DC -0.24 -0.58 0.08 0.32 0.49 -1.70 -1.75 -0.40 -0.44 1.42 0.13 0.12 -1.51
DD -0.39 -0.69 -0.49 -0.59 -0.66 -1.70 -1.75 -1.59 -1.56 -1.61 -1.68 -1.64 -1.19




第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回
A01 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.68 0.00 0.00
A02 0.35 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
A03 0.35 0.68 0.68 0.68 0.70 0.70 0.78 0.84
A04 0.35 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.84 0.86
A05 0.35 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
A06 0.35 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
A07 0.35 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
A08 0.35 0.00 0.00 0.70 0.00 0.68 1.68 2.46
A09 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.68 0.00 0.00
A10* 0.35 1.46 2.30 3.00 4.08 4.86 5.27 4.25
A11* 0.35 1.46 2.30 3.00 1.51 1.51 1.67 2.44
A12 0.35 1.46 1.46 1.46 1.51 1.51 0.78 0.00
A13 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
A14* 0.35 1.46 2.30 3.00 4.08 4.86 6.13 4.38
A15 0.35 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
A16 0.35 0.00 0.00 0.00 0.84 0.00 0.00 0.00
A17 0.35 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
A18 0.35 0.68 0.68 0.68 0.70 0.70 0.78 1.52
A19 0.35 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
A20 0.35 1.46 1.46 1.46 1.51 2.19 0.86 1.60
B01* 0.35 1.46 2.30 3.00 4.08 4.86 6.13 2.73
B02 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
B03 0.35 0.00 0.84 1.54 2.57 0.68 1.70 1.54
B04 0.00 0.00 0.00 0.70 0.00 0.00 0.00 0.00
B05 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.68 0.00 0.68
B06 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.68 0.00 0.00
B07* 0.35 1.46 2.30 3.00 0.00 0.00 0.00 0.00
B08 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
B09 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
B10 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
B11 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.68
B12 0.35 0.68 0.68 1.38 1.54 2.32 0.78 1.52
B13* 0.35 0.68 0.68 1.38 2.38 3.13 0.00 0.00
B14 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
B15 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.68
B16 0.35 1.46 1.46 1.46 1.51 2.19 0.00 0.68
B17 0.35 0.00 0.00 0.70 0.00 0.00 0.00 0.00
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付録5 検証用データの締切り遵守状況
第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回
A01 0.70 0.81 0.89 0.66 0.72 -0.41 -1.00 0.34
A02 -0.30 0.01 -0.71 -0.20 0.47 0.50 0.60 1.20
A03 -0.30 0.01 0.29 0.60 0.52 0.59 0.80 0.20
A04 -0.30 0.01 0.29 -0.40 -1.28 -0.27 -0.12 0.12
A05 -0.30 0.01 0.29 0.60 0.52 0.59 0.80 1.20
A06 -0.30 0.01 0.29 0.60 0.52 0.59 0.80 1.20
A07 -0.30 0.01 0.29 0.60 0.52 0.59 0.80 1.20
A08 -0.30 0.01 -0.71 -1.20 -0.33 -0.33 -1.26 -0.86
A09 0.70 0.81 0.89 -0.34 -1.08 -0.27 -0.12 -0.88
A10* -0.30 -0.99 -1.51 -1.12 -1.16 -0.33 -0.32 -0.88
A11* -0.30 -0.99 -1.51 -1.12 -1.16 -0.33 0.68 -0.08
A12 -0.30 -0.99 -1.51 -0.12 0.64 0.30 -0.40 -0.60
A13 0.70 0.81 0.89 0.66 0.72 0.59 0.80 1.20
A14* -0.30 -0.99 -1.51 -1.12 -1.16 -1.33 -1.12 -0.70
A15 -0.30 0.01 0.29 -0.40 -0.28 0.53 0.74 0.00
A16 -0.30 0.01 0.29 0.60 -0.48 -1.21 -0.10 0.30
A17 -0.30 0.01 0.29 0.60 0.52 0.59 -0.20 -0.60
A18 -0.30 0.01 0.29 0.60 0.52 0.59 0.80 0.20
A19 -0.30 0.01 0.29 0.60 0.52 0.59 0.80 1.20
A20 -0.30 -0.99 -0.51 0.68 0.46 -0.61 -1.00 -0.66
B01* -0.30 -0.99 -1.51 -1.12 -1.16 -1.33 -1.12 -0.70
B02 0.70 0.81 0.89 0.66 0.72 0.59 0.80 0.20
B03 -0.30 0.01 -0.71 -1.20 -0.33 -0.33 -1.26 -0.86
B04 -0.30 0.01 -0.71 -1.20 -1.33 -0.13 0.68 -0.08
B05 0.70 0.81 0.89 0.66 0.72 -0.41 -1.00 -0.66
B06 -0.30 0.01 0.29 0.60 0.52 -0.41 0.00 0.14
B07* -0.30 -0.99 -1.51 -1.12 -0.16 0.47 0.54 0.00
B08 0.70 -0.19 0.09 0.49 0.66 0.39 -0.20 -0.60
B09 0.70 0.81 0.89 0.66 0.72 0.59 0.80 0.20
B10 0.70 0.81 0.89 0.66 0.72 0.59 0.80 0.20
B11 0.70 0.81 0.89 0.66 0.72 0.59 -0.20 -0.60
B12 -0.30 0.01 0.29 -0.40 -0.28 -0.47 -1.06 -0.86
B13* -0.30 0.01 0.29 -0.40 -1.28 -1.27 0.08 1.10
B14 0.70 0.81 0.89 0.66 0.72 0.59 0.80 1.20
B15 0.70 0.81 0.89 -0.34 -0.08 0.53 0.74 0.00
B16 -0.30 -0.99 -0.51 0.68 0.46 -0.61 -1.00 -0.66
B17 -0.30 0.01 0.29 -0.40 -0.28 0.53 -0.26 -0.80
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付録6 検証用データの復習所要時間
第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回
A01 0.25 -0.37 -0.39 -0.66 -0.66 -0.38
A02 0.40 0.50 -0.02 -0.49 -0.59 -0.26
A03 0.17 0.13 0.23 0.03 0.26 0.35
A04 -0.84 -0.55 -0.87 -0.46 -0.88 -0.57
A05 -0.57 -1.01 -0.86 -0.45 -0.69 -0.68
A06 0.09 0.19 -0.28 -0.47 -0.53 -0.47
A07 -0.04 0.40 -0.13 0.22 -0.22 -0.07
A08 -0.35 -0.25 -0.84 -0.72 -1.21 -1.78
A09 -0.20 -0.53 -0.59 -0.25 -0.67 -0.49
A10* -1.51 -1.51 -1.91 -1.40 -0.86 1.02
A11* -1.44 -1.35 -0.35 0.20 -0.24 -1.49
A12 -0.39 0.16 0.46 0.73 2.08 1.98
A13 -0.60 -0.59 -0.76 -0.29 -0.89 -0.66
A14* -1.60 -1.51 -1.91 -1.40 -1.81 0.00
A15 -0.17 0.35 -0.17 0.37 0.07 0.30
A16 1.41 2.25 1.39 0.66 1.53 1.84
A17 -0.58 -0.48 -0.95 -0.82 -1.03 -1.06
A18 1.97 2.67 1.47 1.08 0.17 -0.49
A19 -0.16 0.17 0.19 0.66 0.02 -0.54
A20 -1.13 -0.92 -0.97 -0.95 -0.52 -0.26
B01* -0.71 -0.62 -0.59 -0.87 -1.34 -0.18
B02 1.09 0.16 0.99 0.30 0.24 -0.06
B03 -0.87 -0.78 -0.23 0.14 -0.45 -1.51
B04 -0.15 -0.50 0.03 0.26 0.13 -0.06
B05 1.63 0.84 0.40 -1.40 0.51 0.40
B06 1.18 0.19 0.81 0.22 0.66 0.56
B07* -1.60 -1.51 0.40 1.39 1.54 0.02
B08 1.10 0.56 0.47 0.54 -0.28 -0.09
B09 -0.41 -0.41 -0.29 0.30 -0.19 -0.13
B10 1.60 0.64 1.56 2.09 1.86 2.14
B11 1.31 1.79 1.05 0.90 -0.70 -1.08
B12 -0.82 -0.73 -0.82 -1.01 -0.46 -0.83
B13* -0.23 -0.13 -0.99 -1.40 1.90 2.38
B14 1.64 0.37 0.31 -0.26 -0.31 -0.15
B15 1.12 2.10 3.21 3.47 1.22 0.45
B16 -0.45 0.34 0.83 -0.46 2.01 1.81
B17 -0.14 -0.05 0.10 0.19 0.34 0.03
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